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想
社
、
３
月
）

大
橋
薫
「
同
和
地
区
の
現
状
と
問
題
」

（
『
地
方
中
核
都
市
の
社
会
病
理
』
所
収
、
川
島
書
店
、
３
月
）

大
津
市
同
和
対
策
局
同
和
対
策
謀
『
同
和
問
題
に
関
す
る
大
津
市
民
意
識
調

査
報
告
書
（
増
補
版
）
』
（
同
上
、
３
月
）

東
京
都
産
業
労
働
会
館
『
か
わ
と
は
き
も
の
』
脆
弱
（
同
上
、
３
月
）

【
現
状
】

稲
積
謙
次
郎
「
『
攻
め
て
守
る
』
人
権
の
取
り
組
み
Ｉ
日
本
新
聞
協
会
賞
を

受
賞
し
て
」
（
『
部
落
解
放
』
一
七
五
号
、
１
月
）

松
井
久
吉
「
部
落
の
環
境
と
総
合
計
画
」

（
『
部
落
解
放
』
一
七
六
号
、
１
月
）

藤
沢
喜
郎
Ｃ
平
沢
徹
「
部
落
の
生
活
の
現
状
と
社
会
保
障
ｌ
国
際
障
害

・
者
年
Ｉ
」
（
同
右
）

向
井
正
。
福
島
桂
之
助
「
部
落
の
労
働
の
現
状
と
仕
事
保
障
」
（
同
右
）

川
口
正
志
・
浅
野
隆
広
「
部
落
産
業
の
現
状
と
課
題
」
（
同
右
）

羽
音
豊
「
農
漁
村
部
落
の
現
状
と
課
題
」
（
同
右
）

西
田
英
二
「
差
別
の
な
か
で
暮
し
た
十
五
年
ｌ
長
野
県
望
月
町
の
結
婚
差
別

事
件
」
（
『
部
落
解
放
』
一
七
七
号
、
２
月
）

熊
本
日
日
新
聞
「
続
人
権
を
問
う
Ｉ
部
落
差
別
を
追
っ
て
（
上
）
（
熊
本
日

日
新
聞
か
ら
）
」
（
同
右
）

熊
本
日
日
新
聞
「
続
人
権
を
問
う
Ｉ
部
落
差
別
を
追
っ
て
（
下
）
（
熊
本
日

日
新
聞
か
ら
）
」
（
『
部
落
解
放
』
一
七
九
号
、
３
月
）

磯
村
英
一
「
同
和
行
政
の
現
状
と
立
法
へ
の
期
待
」

（
『
部
落
解
放
』
一
七
五
号
、
１
月
）

住
田
利
雄
・
山
□
富
造
・
福
村
清
英
「
隣
保
館
（
解
放
会
館
）
活
動
の
現
状

と
課
題
」
（
『
部
落
解
放
』
一
七
六
号
、
１
月
）

磯
村
英
一
「
同
和
対
策
の
新
し
い
展
開
Ｉ
同
和
問
題
の
認
識
も
含
め
て
１
」

（
『
部
落
』
四
一
四
号
、
１
月
）

杉
之
原
寿
一
「
『
同
特
法
』
問
題
の
国
会
審
議
に
望
む
」
（
同
右
）

（
資
料
）
「
今
後
に
お
け
る
同
和
関
係
施
策
に
つ
い
て
Ｉ
同
和
対
策
協
議
会

の
意
見
具
申
」
（
同
右
）
・

全
国
部
落
解
放
運
動
連
合
会
「
（
資
料
）
国
民
的
融
合
に
役
立
つ
同
和
行
政

を
ｌ
同
和
対
策
協
議
会
の
意
見
具
申
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
」
（
同
右
）

杉
尾
敏
明
「
同
和
行
政
の
展
望
Ｉ
最
終
ゴ
ー
ル
へ
の
道
（
上
）
Ｉ
吉
備
町

『
ド
ー
ン
計
画
』
の
提
起
す
る
も
の
Ｉ
」
（
『
月
刊
部
落
問
題
』
六
二
号
、

１
月
）

（
資
料
紹
介
）
「
同
和
対
策
協
議
会
最
終
意
見
具
申
（
全
文
）
」
（
同
右
）

磯
村
英
一
『
同
和
問
題
と
同
和
対
策
』
（
解
放
出
版
社
、
１
月
）

【
行
政
】

解
放
研
究
関
係
文
献
目
録

⑤ 

杉
之
原
寿
一
「
同
和
地
区
の
実
態
と
変
化
’
一
九
七
一
・
一
九
八
一
年
の
神

戸
市
調
査
ｌ
」
（
『
月
刊
部
落
問
題
』
六
四
号
、
３
月
）

田
中
充
「
（
資
料
紹
介
）
『
静
岡
サ
ン
ダ
ル
産
地
の
現
状
と
将
来
』
Ｉ
静

岡
サ
ン
ダ
ル
エ
業
協
同
組
合
一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
年
三
月
）
」

（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
五
号
、
３
月
）

本
多
新
平
「
（
書
評
）
鶴
嶋
雪
嶺
編
『
部
落
産
業
の
現
状
と
課
題
』
」

（
同
右
）

鶴
嶋
雪
嶺
「
海
外
ノ
ー
ト
」
（
同
右
）

山
名
伸
作
「
長
崎
市
と
島
原
半
島
の
被
差
別
部
落
を
訪
ね
て
」

（
『
な
が
さ
き
部
落
解
放
研
究
』
四
号
、
三
月
）

荒
牧
邦
三
「
部
落
差
別
へ
の
接
近
」

（
『
部
落
解
放
研
究
く
ま
も
と
』
二
号
、
３
月
）

（
批
評
と
紹
介
）
「
『
現
代
日
本
の
偏
見
と
差
別
』
Ｉ
差
別
と
い
う
精
神
の

氷
山
に
亀
烈
を
生
じ
さ
せ
る
」

（
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
二
○
四
号
、
３
月
）

大
薮
寿
一
「
忘
れ
ら
れ
た
人
権
Ｉ
差
別
問
題
を
中
心
と
し
て
」

（
『
現
代
社
会
病
理
論
Ｉ
社
会
学
・
社
会
心
理
学
ノ
ー
ト
』
所
収
、
幻

へ
転
機
に
立
つ
『
同
和
』
対
策
と
今
後
〉

（
『
部
落
解
放
』
一
七
七
号
、
２
月
）

磯
村
英
一
・
上
杉
佐
一
郎
・
山
本
登
・
寺
尾
孔
明
・
原
田
伴
彦
・
村

越
末
男
「
〈
座
談
会
〉
転
機
に
立
つ
『
同
和
』
対
策
ｌ
そ
の
問
題
点

と
今
後
の
課
題
」

（
資
料
①
）
「
同
和
対
策
協
議
会
最
終
意
見
具
申
Ｉ
今
後
に
お
け
る
同

和
関
係
施
策
に
つ
い
て
」

（
資
料
②
）
「
自
民
党
・
地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
（
仮
称
）
案
」

部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
『
特
別
措
置
法
』
対
策
本
部
「
第
九
五
臨
時

国
会
で
の
『
特
別
措
置
法
』
強
化
・
改
正
闘
争
の
概
括
」

大
賀
正
行
「
今
日
の
部
落
解
放
行
政
と
大
阪
府
同
和
事
業
促
進
協
議
会
の
役

割
」
（
同
右
）

へ
特
集
〉
「
住
宅
改
良
事
業
を
考
え
る
」
（
『
部
落
』
四
一
五
号
、
２
月
）

早
川
和
男
「
住
居
と
基
本
的
人
権
」

萩
原
ひ
さ
ゑ
・
広
原
盛
明
・
中
浜
信
三
・
西
脇
忠
之
・
阪
田
克
政
・
内

田
正
志
「
〈
座
談
会
〉
よ
り
豊
か
な
住
環
境
を
め
ざ
し
て
」

（
資
料
）
「
第
九
十
五
回
国
会
衆
議
院
内
閣
委
員
会
同
和
対
策
に
関
す
る
小

委
員
会
議
録
第
二
号
」
（
同
右
）

（
資
料
）
「
第
九
十
五
回
国
会
参
議
院
内
閣
委
員
会
同
和
問
題
に
関
す
る
小

委
員
会
に
お
け
る
全
解
連
書
記
長
・
中
西
義
雄
氏
の
意
見
陳
述
」
（
同
右
）

杉
尾
敏
明
「
同
和
行
政
の
展
望
Ｉ
最
終
ゴ
ー
ル
へ
の
道
（
下
）
Ｉ
吉
備
町

『
ド
ー
ン
計
画
』
の
提
起
す
る
も
の
」
（
『
月
刊
部
落
問
題
』
六
三
号
、

２
月
）

（
資
料
）
「
今
後
に
お
け
る
同
和
関
係
施
策
に
つ
い
て
Ｉ
同
和
対
策
協
議
会

二
九
八
二
年
一
月
’
三
月
Ｉ

③ 

’ 
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権
構
造
を
発
く
」
（
『
月
刊
部
落
問
題
』
六
二
号
、
１
月
）

野
間
宏
「
狭
山
裁
判
（
第
氾
回
）
異
議
申
立
の
棄
却
決
定
批
判
（
８
）
」

（
『
世
界
』
四
三
四
号
、
１
月
）

自
治
研
中
央
推
進
委
員
会
事
務
局
「
第
四
回
自
治
研
全
国
集
会
・
分
科
会
報

告
第
ｕ
・
部
落
解
放
分
科
会
」
（
『
月
刊
自
治
研
』
二
六
八
号
、
１
月
）

吉
田
照
美
「
ひ
と
つ
の
出
合
い
」
（
『
第
班
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
青
年
の
主
張
発
表
文

集
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
』
所
収
、
日
本
放
送
協
会
、
１
月
）

亀
井
ト
ム
「
こ
れ
か
ら
の
〃
狭
山
〃
ど
う
反
省
し
ど
う
出
直
す
か
」

（
『
同
時
代
批
評
』
四
号
、
１
月
）

「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
強
化
改
正
要
求
国
民
運
動
中
央
実
行
委
員

会
『
「
特
別
措
置
法
」
強
化
改
正
「
基
本
法
」
制
定
を
め
ざ
し
て
』

（
解
放
出
版
社
、
１
月
）

部
落
解
放
研
究
所
『
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
法
案
検
討
学
者
文
化

人
の
会
報
告
』
（
同
上
、
１
月
）

上
田
卓
三
議
員
生
活
五
周
年
記
念
出
版
編
集
委
員
会
『
初
心
忘
れ
ず
Ｉ
衆
議

院
議
員
上
田
卓
三
議
員
生
活
五
周
年
記
念
』
〈
国
会
報
告
第
三
集
〉

（
河
内
新
報
社
、
１
月
）

「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
強
化
改
正
要
求
国
民
運
動
中
央
実
行
委
員

会
『
「
特
別
措
置
法
」
強
化
改
正
を
め
ぐ
る
国
会
論
議
』
（
同
上
、
１
月
）

狭
山
中
央
闘
争
委
員
会
『
新
た
な
歩
み
を
き
ざ
む
』
〈
狭
山
差
別
裁
判
第
九

八
号
〉
（
同
上
、
１
月
）

瀬
川
負
太
郎
「
解
同
王
国
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
（
そ
の
ご
」

（
『
部
落
』
四
一
五
号
、
２
月
）

丸
井
京
二
「
（
動
向
）
行
政
・
自
治
労
第
十
九
回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会

歪
（
意
見
具
申
）
」
（
『
解
放
教
育
』
一
四
八
号
、
３
月
）

領
家
穣
「
（
書
評
）
磯
村
英
一
箸
『
同
和
問
題
と
同
和
対
策
』
」

（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
五
号
、
３
月
）

～
【
運
動
】

〈
東
大
・
有
賀
教
授
差
別
発
言
と
そ
の
背
景
〉
‐

／
（
「
部
落
解
放
』
一
七
五
号
、
１
月
）
口
〉
Ｊ
》
ｊ
Ｙ
、

村
越
末
男
「
有
賀
弘
・
東
大
教
授
の
差
別
発
言
に
抗
議
す
る
Ｉ
国
際
学

会
で
部
落
差
別
を
否
定
」
Ｆ

禿
：
～
（
資
料
）
「
有
賀
弘
教
授
の
発
言
全
内
容
Ｉ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
国
際
関

係
に
お
け
る
日
本
の
経
済
社
会
発
展
』
で
の
マ
ー
チ
ン
・
金
子
さ
ん

弘
為
の
報
告
と
討
論
」
》

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
「
全
国
水
平
社
創
立
帥
周
年
を
む
か
え
て
Ｉ
上
杉
佐
一

郎
さ
ん
に
聞
く
」
（
同
右
）
。
が

小
森
龍
邦
「
主
体
の
確
立
か
ら
共
闘
の
強
化
へ
Ｉ
全
国
自
治
研
部
落
解
放
分

科
会
か
ら
」
（
同
右
）

へ
語
り
つ
ご
う
「
戦
争
と
部
落
」
Ｉ
「
満
州
」
（
中
国
）
で
〉
（
同
右
）

森
昭
鶴
「
『
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
』
ｌ
そ
の
夢
と
真
実
」

阿
部
タ
ケ
ョ
「
中
国
へ
行
っ
て
、
》
少
し
で
も
多
く
母
親
に
仕
送
り
し
た

い
と
」

上
杉
佐
一
郎
「
『
行
革
』
許
さ
ず
強
化
・
改
正
へ
」
十
丁
～

（
『
部
落
解
放
」
’
七
六
号
、
１
月
）

〈
特
別
報
告
・
「
特
別
措
置
法
』
強
化
改
正
に
む
け
て
の
各
界
か
ら
の
訴
え
〉

汁
（
同
右
）
砧

③ 

Ｉ
『
部
落
解
放
分
科
会
』
ｌ
」
（
同
右
）

前
田
武
「
部
落
解
放
運
動
の
現
場
か
ら
ｌ
『
滝
川
工
事
㈱
不
当
解
一
層
問
題
』

へ
の
取
り
く
み
」
（
『
月
刊
部
落
問
題
」
六
三
号
、
２
月
）

植
山
光
朗
「
北
九
州
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
③
Ｉ
土
地
転
が
し
事
件
・
そ
の
利
権

構
造
を
発
く
」
（
同
右
）

小
森
龍
邦
「
北
九
州
市
土
地
疑
惑
問
題
に
つ
い
て
自
己
批
判
Ｉ
今
こ
そ
、
部

落
解
放
の
主
体
を
培
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」

（
『
解
放
運
動
と
同
和
教
育
』
二
八
○
・
二
八
一
号
、
２
月
）

野
間
宏
「
狭
山
裁
判
（
第
門
回
）
異
議
申
立
の
棄
却
決
定
批
判
（
９
）
」

（
『
世
界
」
四
三
五
号
、
２
月
）

野
間
宏
・
真
継
伸
彦
「
狭
山
裁
判
の
真
実
を
衝
く
Ｉ
新
証
拠
『
小
名
木
調

書
』
で
裁
判
は
ど
う
な
る
？
」
（
『
使
者
』
’
二
号
、
２
月
）

部
落
解
放
研
究
所
『
第
四
回
研
究
者
会
議
・
第
十
五
回
総
会
』

（
同
上
、
２
月
）

部
落
解
放
同
盟
兵
庫
県
連
合
会
『
部
落
解
放
同
盟
兵
庫
県
連
合
会
第
一
一
三
回

大
会
’
’
九
八
二
年
度
一
般
運
動
方
針
（
案
）
』
（
同
上
、
２
月
）

部
落
解
放
同
盟
東
京
都
連
合
会
『
部
落
解
放
第
十
二
回
東
京
都
研
究
集
会
討

議
報
告
書
』
（
同
上
、
２
月
）

部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
『
人
間
と
し
て
Ｉ
矢
田
教
育
差
別
事
件
の
真
実
と

虚
構
』
（
同
上
、
２
月
）

部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
合
会
婦
人
部
『
第
十
二
回
大
阪
婦
人
集
会
討
議
資

料
」
（
同
上
、
２
月
）

「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
強
化
改
正
要
求
国
民
運
動
大
阪
実
行
委
員

会
『
よ
き
日
の
た
め
に
』
（
同
上
、
２
月
）

丸
山
康
男
「
政
治
反
動
、
福
祉
切
捨
て
に
抗
し
て
」

持
田
広
康
「
同
和
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
」

門
田
秀
夫
「
教
育
上
の
部
落
差
別
の
実
態
を
明
ら
か
に
」

・
磯
村
英
一
「
政
府
の
認
識
は
あ
ま
い
」

丸
谷
久
夫
「
こ
れ
ま
で
に
倍
す
る
連
絡
会
の
努
力
を
」

；
三
宮
義
信
「
全
教
団
が
同
和
問
題
解
決
の
た
め
に
」

和
島
岩
吉
「
大
阪
に
お
け
る
『
特
別
措
置
法
」
強
化
改
正
の
と
り
く
み
」

谷
木
寛
作
・
友
永
健
三
「
部
落
解
放
と
共
同
闘
争
の
現
状
と
課
題
」

（
同
右
）

豊
田
一
義
ｄ
藤
井
治
夫
「
部
落
の
戦
争
体
験
と
平
和
闘
争
」
（
同
右
）

西
岡
智
「
狭
山
再
審
闘
争
と
司
法
反
動
と
の
闘
い
」
（
同
右
）

大
西
正
義
「
差
別
事
件
の
実
態
と
糾
弾
闘
争
ｌ
『
地
名
総
鑑
』
糾
弾
と
あ
い

つ
ぐ
差
別
事
件
Ｉ
」
（
同
右
）

上
杉
佐
一
郎
・
安
藤
良
明
「
『
特
別
措
置
法
』
強
化
改
正
と
『
基
本
法
』
制

定
」
（
同
右
）

へ
特
集
〉
「
部
落
問
題
と
新
聞
報
道
」
（
『
部
落
」
四
一
四
号
丸
１
月
〕

塚
本
三
夫
「
部
落
問
題
と
新
聞
報
道
ｌ
言
論
の
自
由
の
観
点
か
ら
１
」

瀬
川
負
太
郎
「
八
大
晃
介
（
差
別
メ
デ
ィ
ア
論
）
を
叱
る
」

植
山
光
朗
「
『
小
倉
タ
イ
ム
ス
』
解
同
土
地
こ
ろ
が
し
追
跡
記
」

中
野
初
好
「
あ
い
つ
ぐ
校
長
自
殺
問
題
の
背
景
」

大
戸
一
李
市
「
（
動
向
）
行
政
。
国
民
融
合
を
め
ざ
す
部
落
問
題
全
国
会
議
第

七
回
総
会
開
か
る
」
（
同
右
）

藤
谷
俊
雄
二
九
八
二
年
の
展
望
」
（
同
右
）

植
山
光
朗
「
北
九
州
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
②
１
土
地
こ
ろ
が
し
事
件
・
そ
の
利

⑨ 
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Ｉ 
狭
山
中
央
闘
争
委
員
会
『
新
し
い
た
た
か
い
の
た
め
に
』
〈
狭
山
差
別
裁
判

第
九
九
号
〉
（
同
上
、
２
月
）

村
越
末
男
「
全
国
水
平
社
六
○
周
年
記
念
と
部
落
解
放
基
本
法
」

（
『
部
落
解
放
』
一
七
九
号
、
３
月
）

吉
田
照
美
「
ひ
と
つ
の
出
会
い
」
（
同
右
）

牧
野
繁
実
・
鶴
嶋
雪
嶺
「
兵
庫
に
お
け
る
八
二
年
度
の
闘
い
’
第
二
十
三
回

県
連
大
会
を
終
え
て
」
（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
五
号
、
３
月
）

大
西
正
義
「
二
つ
の
想
い
を
持
っ
て
」
（
同
右
）

藤
沢
秀
雄
「
長
崎
大
学
差
別
教
科
書
糾
弾
と
そ
の
意
義
（
そ
の
ご
」

（
『
な
が
さ
き
部
落
解
放
研
究
』
四
号
、
３
月
）

へ
反
原
爆
・
反
差
別
ｌ
被
差
別
部
落
か
ら
の
告
発
〉
（
同
右
）

磯
本
恒
之
「
博
多
屋
国
保
さ
ん
の
原
爆
体
験
」

阿
南
重
幸
「
部
落
と
戦
争
ｌ
長
門
次
義
さ
ん
の
聞
き
と
り
か
ら
」

本
田
政
雄
「
（
提
言
）
特
別
措
置
法
後
Ⅱ
新
立
法
を
め
ぐ
る
展
望
と
部
落
解

放
研
究
会
に
期
待
す
る
も
の
」

（
『
部
落
解
放
研
究
く
ま
も
と
』
二
号
、
３
月
）

野
間
宏
「
狭
山
裁
判
（
第
拠
回
）
異
議
申
立
の
棄
却
決
定
批
判
（
、
）
」

（
『
世
界
』
四
三
六
号
、
３
月
）

瀬
川
負
太
郎
「
解
同
・
谷
市
政
の
土
地
転
が
し
を
撃
つ
『
小
倉
タ
イ
ム
ス
』

奮
戦
記
」
（
『
住
民
と
自
治
』
二
二
七
号
、
３
月
）

（
資
料
）
「
狭
山
闘
争
史
」
（
『
狭
山
差
別
裁
判
』
’
○
○
号
、
３
月
）

東
上
高
志
「
今
月
の
部
落
問
題
・
同
和
教
育
Ｉ
『
同
和
三
団
体
代
表
座
談
会
』

に
つ
い
て
」
（
『
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
』
五
六
号
、
３
月
）

奈
良
県
部
落
解
放
研
究
所
『
人
の
世
に
熱
あ
れ
人
間
に
光
あ
れ
Ｉ
部
落
解
放

渡
辺
俊
雄
・
大
賀
正
行
「
部
落
史
研
究
と
部
落
解
放
理
論
の
諸
問
題
」

（
『
部
落
解
放
』
’
七
六
号
、
１
月
）

犬
丸
義
一
「
（
本
棚
）
藤
谷
俊
雄
著
『
戦
後
の
部
落
問
題
研
究
』
」

（
『
部
落
』
四
一
四
号
、
１
月
）

江
嶋
修
作
「
差
別
問
題
と
む
き
あ
う
解
放
社
会
学
へ
Ｉ
社
会
学
か
ら
み
た
部

落
問
題
」
（
『
解
放
新
聞
』
’
○
五
三
号
・
’
○
五
六
号
、
１
月
・
２
月
）

山
下
恒
男
「
差
別
の
心
的
構
造
（
第
一
三
回
）
ｌ
差
別
・
偏
見
の
心
理
学
的

研
究
・
補
足
と
ま
と
め
」
（
『
福
祉
労
働
』
一
四
号
、
３
月
）

山
崎
光
男
『
部
落
解
放
運
動
に
お
け
る
個
人
の
役
割
』

（
交
流
出
版
会
、
３
月
）

【
解
放
教
育
】

森
本
美
代
子
・
山
中
米
子
「
就
学
前
教
育
の
現
状
と
課
題
」

（
『
部
落
解
放
』
一
四
六
号
、
１
月
）

石
岡
隆
允
・
吉
田
重
明
「
小
・
中
学
校
と
子
ど
も
会
の
課
題
」
（
同
右
）

山
中
多
美
男
・
村
越
末
男
「
高
校
・
大
学
教
育
と
奨
学
生
活
動
の
課
題
」

（
同
右
）

更
地
解
放
子
ど
も
会
「
第
ｎ
回
全
国
解
放
教
育
研
究
者
集
会
・
佐
迫
さ
ん
と

の
出
会
い
を
も
と
に
Ｉ
『
ヒ
ロ
シ
マ
に
は
年
は
な
い
ん
よ
」
を
劇
に
し
て
」

（
『
解
放
教
育
』
一
四
六
号
、
１
月
）

柳
久
雄
・
松
本
健
男
・
小
林
茂
・
永
野
仁
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
今
教

収
、
「
加
年
春
闘
読
本
」
編
集
委
員
会
、
１
９
８
２
年
）

【
理
論
】

③ 

同
盟
奈
良
県
連
合
会
定
期
大
会
議
案
集
（
第
一
’
二
○
回
）
」

（
部
落
解
放
同
盟
奈
良
県
連
合
会
、
３
月
）

部
落
解
放
同
盟
奈
良
県
連
合
会
『
荊
冠
を
祝
福
さ
れ
る
た
め
に
Ｉ
差
別
事
件

と
糾
弾
闘
争
』
（
奈
良
県
部
落
解
放
研
究
所
、
３
月
）

部
落
解
放
同
盟
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
『
部
落
解
放
第
十
三
回
東
日
本
研
究

集
会
基
調
報
告
分
科
会
報
告
集
』
（
同
上
、
３
月
）

部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
『
全
国
水
平
社
創
立
六
十
周
年
』
（
同
上
、
３
月
）

部
落
解
放
同
盟
東
京
都
連
合
会
『
部
落
解
放
第
十
三
回
東
京
都
研
究
集
会
討

議
資
料
」
（
同
上
、
３
月
）

部
落
解
放
同
盟
中
央
婦
人
対
策
部
『
部
落
解
放
第
二
七
回
全
国
婦
人
集
会
討

議
資
料
』
（
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
、
３
月
）

部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
合
会
『
荒
木
支
部
の
再
建
Ｉ
真
相
と
記
録
』

（
同
上
、
３
月
）

大
阪
郵
便
局
連
合
部
落
解
放
研
究
会
『
連
合
解
放
研
第
八
回
研
究
集
会
ｌ
解

放
理
論
を
働
く
者
の
手
に
／
」
（
同
上
、
３
月
）

友
永
健
三
『
地
名
總
鑑
と
行
政
責
任
ｌ
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
の
強
化

改
正
に
む
け
て
』
（
自
治
労
神
戸
市
職
員
労
働
組
合
、
３
月
）

東
大
阪
市
革
新
市
政
を
進
め
る
市
民
の
会
『
革
新
市
政
の
継
続
で
福
祉
と
人

権
の
行
政
を
』
（
同
上
、
３
月
）

部
落
解
放
中
央
共
闘
会
議
『
部
落
解
放
中
央
共
闘
情
報
』
叱
詔

（
同
上
、
３
月
）

狭
山
中
央
闘
争
委
員
会
『
勝
利
の
日
ま
で
』
〈
狭
山
差
別
裁
判
第
一
○
○
号
〉

（
同
上
、
３
月
）

谷
畑
孝
「
最
賃
闘
争
は
全
労
働
者
の
課
題
だ
」
（
『
朗
年
春
闘
読
本
』
所

科
書
を
考
え
る
』
よ
り
」
（
同
右
）

芝
竹
夫
三
五
歳
の
孤
児
」
（
同
右
）

原
田
嘉
男
「
現
実
の
苛
酷
さ
を
な
め
き
っ
た
も
の
Ｉ
『
ぷ
ん
殴
り
教
育
の
す

す
め
』
批
判
Ｉ
」
（
同
右
）

全
国
解
放
教
育
研
究
会
事
務
局
「
読
本
『
に
ん
げ
ん
』
の
さ
ら
な
る
充
実
に

む
け
て
」
（
同
右
）

中
野
功
「
（
動
向
）
研
究
・
第
認
回
全
国
同
和
教
育
研
究
大
会
に
参
加
し

て
」
（
『
部
落
』
四
一
四
号
、
１
月
）

東
上
高
志
「
講
座
・
こ
れ
か
ら
の
同
和
教
育
別
Ｉ
同
和
教
育
の
課
題
（
そ
の

４
）
同
和
教
育
行
政
の
見
直
し
」
（
同
右
）

出
口
俊
一
「
『
現
代
融
和
教
育
批
判
』
（
部
落
解
放
研
究
所
編
）
は
批
判
の

書
た
り
え
て
い
る
か
Ｉ
小
森
龍
邦
論
文
を
中
心
に
②
」
（
『
月
刊
部
落
問

題
』
六
二
号
、
１
月
）

教
育
実
践
史
研
究
会
「
（
連
載
・
人
物
で
つ
づ
る
教
育
実
践
史
）
差
別
か
ら

の
解
放
ｌ
人
見
亨
と
『
養
正
少
年
団
」
（
下
）
」
（
『
月
刊
ど
の
子
も
伸

び
る
』
五
六
号
、
１
月
）

泉
佐
野
市
立
ひ
か
り
保
育
所
「
同
和
保
育
の
現
場
か
ら
⑥
Ｉ
父
親
と
保
育

所
」
（
『
は
ら
っ
ぽ
』
一
八
号
、
１
月
）

西
播
地
区
同
和
教
育
研
究
協
議
会
・
兵
庫
県
同
和
教
育
研
究
協
議
会
『
「
同

和
学
習
」
研
究
集
録
・
昭
和
弱
年
度
（
実
践
編
）
（
資
料
編
）
』

（
同
上
、
１
月
）

熊
本
商
科
大
学
・
熊
本
短
期
大
学
『
差
別
と
人
権
問
題
の
正
し
い
認
識
の
た

め
に
』
（
同
上
、
１
月
）

へ
特
集
ｖ
「
切
り
捨
て
ら
れ
て
た
ま
る
か
」

⑨ 
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て
」

高
槻
市
立
富
田
小
算
数
部
「
『
な
や
み
』
と
『
お
ど
ろ
き
』
の
共
有
を

求
め
て
」

山
□
直
太
・
玉
置
哲
厚
「
『
同
和
』
保
育
の
課
題
Ｉ
『
特
措
法
』
と
平

和
教
育
を
中
心
に
」

中
野
睦
夫
「
中
卒
者
の
進
路
保
障
を
め
ぐ
っ
て
」

稲
富
進
「
『
見
え
ざ
る
差
別
ｌ
同
化
』
を
見
す
え
て
」

森
山
油
｜
「
部
落
解
放
子
ど
も
会
活
動
を
め
ぐ
る
情
況
と
問
題
」

内
山
一
雄
「
識
学
運
動
Ｉ
今
問
わ
れ
て
い
る
も
の
」

市
川
正
昭
「
教
育
労
働
運
動
の
側
か
ら
Ｉ
『
と
も
に
歩
む
』
思
想
を
」

田
中
欣
和
「
部
落
解
放
運
動
と
の
結
合
を
め
ざ
す
立
場
か
ら
」

広
島
解
放
教
育
研
究
会
「
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
」

古
林
健
司
「
ギ
リ
ギ
リ
の
一
線
を
も
ち
こ
た
え
よ
」

青
雲
高
校
分
会
「
徹
底
し
た
管
理
体
制
の
な
か
で
」
（
同
右
）

（
資
料
）
三
九
八
○
年
四
月
か
ら
の
経
過
」
（
同
右
）

山
下
楠
一
「
（
動
向
）
教
育
・
教
育
の
自
由
圧
殺
の
人
権
分
科
会
ｌ
全
国
教

研
広
島
集
会
」
（
『
部
落
』
四
一
六
号
、
３
月
）

青
木
孝
寿
「
〈
同
和
教
育
の
現
場
〉
人
権
教
育
に
と
り
く
む
篠
ノ
井
旭
高
校

（
長
野
市
）
１
学
力
・
非
行
・
格
差
・
人
権
を
統
一
し
た
教
育
を
」

（
同
右
）

吉
田
善
明
「
憲
法
妬
条
と
教
育
を
受
け
る
権
利
」

（
『
地
方
自
治
と
住
民
の
権
利
』
所
収
、
三
省
堂
一
、
３
月
）

（
資
料
）
「
研
究
部
会
報
告
〈
同
和
教
育
部
会
〉
」

（
『
所
報
』
二
八
号
、
京
都
教
育
大
学
教
育
研
究
所
、
３
月
）

（
『
解
放
教
育
』
一
四
七
号
、
２
月
）

畑
中
武
「
進
路
追
指
導
で
再
会
し
た
子
ど
も
た
ち
」

日
笠
慶
二
「
死
ん
で
た
ま
る
か
い
う
気
で
こ
こ
ま
で
来
た
ん
や
１
難
転

職
を
く
り
か
え
す
な
か
で
」

荒
川
雅
清
「
そ
れ
で
も
僕
は
学
校
へ
行
っ
た
」

石
岡
豊
「
ま
だ
語
り
き
れ
ぬ
弱
さ
を
Ｉ
父
や
母
と
と
も
に
」

横
田
三
郎
・
中
川
福
督
・
中
村
拡
三
「
〈
座
談
会
〉
『
ぷ
ん
殴
り
教
育
』
論

争
を
め
ぐ
っ
て
」
（
同
右
）

山
中
多
美
男
「
（
資
料
）
問
題
提
起
・
高
校
差
別
事
件
に
思
う
」
（
同
右
）

大
麻
南
「
（
動
向
）
教
育
・
京
都
に
お
け
る
『
教
材
の
取
り
扱
い
に
関
す

る
規
則
』
制
定
の
背
景
・
経
過
と
そ
の
意
味
」
（
『
部
落
』
四
一
五
号
、

２
月
）

東
上
高
志
「
講
座
・
こ
れ
か
ら
の
同
和
教
育
Ⅲ
１
同
和
教
育
の
課
題
（
そ
の

５
）
希
望
を
も
っ
て
同
和
教
育
に
と
り
く
も
う
」
（
同
右
）

へ
特
集
〉
「
子
ど
も
を
伸
ば
す
生
活
綴
方
」

（
『
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
』
五
七
号
、
２
月
）

太
田
隆
三
「
生
活
綴
方
と
同
和
教
育
Ｉ
私
の
雑
記
帳
か
ら
」
ほ
か

東
上
高
志
「
今
月
の
部
落
問
題
・
同
和
教
育
Ｉ
映
画
『
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
』
の

上
映
を
」
（
同
右
）

小
嶋
昭
道
「
部
落
問
題
学
習
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
」

（
『
月
刊
滋
賀
の
部
落
』
七
二
号
、
２
月
）

久
保
義
明
『
教
育
を
追
っ
て
』
（
タ
イ
ム
ス
、
２
月
）

宮
崎
県
同
和
教
育
研
究
協
議
会
『
第
六
回
宮
崎
県
「
同
和
」
教
育
研
究
大
会
』

（
同
上
、
２
月
）

⑨ 

へ
同
和
教
育
の
部
・
研
究
主
題
Ｉ
差
別
を
見
ぬ
く
力
を
育
て
る
常
時
指
導
の

あ
り
方
〉
（
『
那
賀
川
町
教
育
研
究
所
研
究
紀
要
』
八
号
、
３
月
）

小
沢
有
作
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
同
和
教
育
の
今
日
的
課
題
』
」

（
『
人
文
学
報
』
一
五
五
号
、
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
、
３
月
）

井
上
正
一
「
『
現
代
社
会
』
は
人
権
問
題
を
ど
う
扱
っ
て
い
る
か
」

（
『
社
会
科
研
究
会
誌
』
三
号
、
大
阪
府
私
立
高
等
学
校
中
学
校
社
会
科

研
究
会
、
３
月
）

大
阪
同
和
教
育
史
料
集
編
纂
委
員
会
『
大
阪
同
和
教
育
史
料
集
』
第
一
巻

（
部
落
解
放
研
究
所
、
３
月
）

東
上
高
志
『
人
物
で
つ
づ
る
戦
後
同
和
教
育
の
歴
史
』
（
上
）
（
下
）

（
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
、
３
月
）

中
川
福
督
『
親
の
思
い
子
の
思
い
」
〈
解
放
教
育
選
書
焔
〉

（
明
治
図
書
、
３
月
）

兵
庫
県
立
教
育
研
修
所
「
同
和
教
育
の
研
究
」
委
員
会
『
「
同
和
地
区
の
生

活
文
化
」
教
材
化
Ｉ
実
践
事
例
集
』
（
兵
庫
県
立
教
育
研
修
所
、
３
月
）

同
和
教
育
研
究
会
京
都
府
連
合
会
『
京
都
府
の
同
和
教
育
（
第
一
一
三
集
）
』

（
同
上
、
３
月
）

泉
佐
野
市
同
和
教
育
研
究
会
『
同
和
教
育
指
導
資
料
集
（
中
学
校
用
）
』

（
泉
佐
野
市
教
育
委
員
会
、
３
月
）

兵
庫
県
同
和
教
育
研
究
協
議
会
『
Ⅶ
兵
庫
の
同
和
教
育
’
第
二
八
回
兵
庫
県

同
和
教
育
研
究
大
会
中
央
大
会
集
録
』
（
同
上
、
３
月
）

富
永
徳
孝
遺
稿
集
刊
行
委
員
会
『
慈
照
Ｉ
富
永
徳
孝
遺
稿
集
』

（
同
上
、
３
月
）

大
阪
府
私
学
同
和
教
育
研
究
会
第
五
部
会
『
研
究
発
表
会
資
料
一
九
八
一
年

大
阪
府
立
高
等
学
校
同
和
教
育
研
究
会
『
第
二
回
高
校
同
和
教
育
研
究
集
会

討
議
資
料
』
（
同
上
、
２
月
）

吉
田
正
人
『
教
材
「
狭
山
事
件
」
Ｉ
事
件
の
全
貌
と
問
題
点
』

（
奈
良
県
部
落
解
放
研
究
所
、
２
月
）

大
阪
教
育
大
学
同
和
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
『
同
和
教
育
研
究
論
集
』
第
４
号

（
同
上
、
２
月
）

村
越
末
男
「
（
本
の
紹
介
）
林
力
署
『
差
別
認
識
へ
の
序
章
』
」

（
『
部
落
解
放
』
’
七
九
号
、
３
月
）

へ
特
集
〉
「
戦
後
、
福
岡
に
お
け
る
『
同
和
』
教
育
が
め
ざ
し
て
き
た
も
の

（
そ
の
一
）
」
（
『
部
落
解
放
史
ふ
く
お
か
」
二
五
号
、
３
月
）

岡
山
直
和
「
（
提
言
）
や
さ
し
さ
を
う
け
つ
ぐ
も
の
Ｉ
ム
ラ
の
も
つ
教

育
力
」

林
力
・
浦
川
光
永
・
岡
山
速
俊
・
伊
豆
丸
鼎
・
川
向
秀
武
「
〈
座
談
会
〉

戦
後
、
福
岡
に
お
け
る
『
同
和
』
教
育
が
め
ざ
し
て
き
た
も
の
と
そ

の
課
題
（
そ
の
一
）
」

三
苫
鉄
児
「
福
岡
市
に
お
け
る
解
放
高
校
奨
学
生
の
進
路
の
実
態
と
進

路
保
障
の
課
題
（
そ
の
ご
」

豊
田
量
彦
「
狭
山
同
盟
休
校
の
意
義
に
つ
い
て
１
『
同
和
』
教
育
の
課

題
と
関
連
し
て
」

へ
特
集
〉
「
み
ず
か
ら
の
歩
み
を
踏
み
し
め
る
」
（
『
解
放
教
育
」
一
四
八

号
、
３
月
）

川
向
秀
武
「
解
放
教
育
運
動
の
直
面
し
て
い
る
問
題
’
’
九
八
一
年
に

お
け
る
特
徴
的
な
で
き
ご
と
」

早
川
勝
広
「
生
活
と
子
ど
も
に
学
ぶ
Ｉ
こ
と
ば
教
育
の
創
造
を
め
ざ
し

⑧ 
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度
』
（
同
上
、
３
月
）

兵
庫
県
立
教
育
研
修
所
『
同
和
教
育
長
期
研
修
報
告
』
第
十
集

（
同
上
、
３
月
）

豊
中
市
立
螢
池
小
学
校
『
解
放
教
育
の
道
す
じ
を
求
め
て
』
（
同
上
、
３
月
）

兵
庫
解
放
教
育
研
究
会
『
む
ら
ぎ
も
』
〈
十
四
・
十
五
合
併
号
〉

（
同
上
、
３
月
）

宮
松
宏
至
「
『
差
別
の
苦
し
み
は
愛
を
生
む
』
Ｉ
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
カ
ナ
ダ

先
住
民
」
（
『
部
落
解
放
』
’
七
五
号
、
１
月
）

日
野
範
之
「
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
作
家
ら
、
あ
い
つ
い
で
解
放
同
盟
を
訪

問
」
（
同
右
）

芦
田
吉
之
「
第
ｎ
回
全
国
解
放
教
育
研
究
集
会
・
宝
塚
の
就
学
闘
争
Ｉ
こ
ん

な
思
い
で
生
き
て
き
ま
し
た
」
（
『
解
放
教
育
』
’
四
六
号
、
１
月
）

へ
特
集
〉
「
障
害
者
と
共
に
生
き
る
と
は
」

（
『
は
ら
つ
ば
」
十
八
号
、
１
月
）

玉
置
哲
淳
「
保
育
の
視
点
Ｉ
反
戦
平
和
を
希
求
す
る
力
を
」
（
同
右
）

小
森
龍
邦
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
ハ
リ
ジ
ャ
ン
と
の
ふ
れ
あ
い
（
１
）
（
２
）
」

（
『
解
放
運
動
と
同
和
教
育
』
二
七
八
号
。
二
七
九
号
、
１
月
）

藤
本
剛
「
両
大
戦
間
期
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
労
働
力
問
題
（
下
）

’
一
九
二
○
年
代
を
中
心
と
し
て
」

（
『
経
済
学
』
四
三
巻
三
号
、
東
北
大
学
、
１
月
）

村
越
末
男
「
基
本
的
人
権
と
教
育
Ⅲ
ｌ
差
別
事
件
に
見
る
日
本
人
の
人
権
感

覚
」
（
「
現
代
教
育
科
学
』
三
○
一
一
号
、
１
月
）

マ
ー
チ
ン
・
カ
ネ
．
「
ロ
マ
の
生
存
求
め
る
闘
い
①
Ｉ
ナ
チ
ス
以
来
つ
づ
く

西
ド
イ
ツ
の
迫
害
」
（
『
解
放
新
聞
』
’
○
五
九
号
、
２
月
）

柴
山
恵
美
子
「
講
座
・
女
性
と
労
働
ｌ
昨
日
・
今
日
・
明
日
（
第
二
回
）
ｌ

新
し
い
合
理
化
と
女
子
労
働
」

（
『
季
刊
女
子
教
青
も
ん
だ
い
』
十
号
、
２
月
）

（
資
料
）
「
原
爆
関
係
の
文
献
資
料
案
内
二
九
八
一
年
発
行
の
も
の
）
」

（
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
』
創
刊
号
、
広
島
・
長
崎
の
証
一
一
一
一
□
の

会
、
２
月
）

村
越
末
男
「
基
本
的
人
権
と
教
育
ｕ
ｌ
教
育
の
場
に
お
け
る
差
別
事
件
」

（
『
現
代
教
育
科
学
』
三
○
一
一
一
号
、
２
月
）

原
秀
男
「
刑
法
改
正
を
め
ぐ
る
日
弁
連
と
法
務
省
と
の
意
見
交
換
会
報
告
」

（
『
法
律
時
報
』
六
五
五
号
、
２
月
）

鎌
田
慧
「
財
田
川
事
件
再
審
裁
判
報
告
Ｉ
死
刑
囚
は
生
還
で
き
る
か
」

（
「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
九
九
号
、
２
月
）

鎌
田
慧
「
財
田
川
事
件
再
審
裁
判
報
告
Ｉ
あ
ぶ
り
出
さ
れ
る
手
記
を
め
ぐ

る
怪
」
（
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
二
○
二
号
、
２
月
）

兼
房
次
男
「
な
ぜ
司
法
制
度
改
革
が
必
要
か
（
中
）
Ｉ
改
革
提
言
の
構
成
と

背
景
」
（
『
前
衛
』
四
七
五
号
、
２
月
）

丸
木
位
里
・
俊
・
「
原
爆
の
図
」
展
実
行
委
員
会
『
不
戦
の
ち
か
い
Ｉ
大
阪

「
原
爆
の
図
」
展
の
記
録
』
（
同
上
、
２
月
）

婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
『
婦
人
民
主
新
聞
縮
刷
版
』
第
一
巻
二
九
四
六
年
’
一

九
五
三
年
）
（
同
上
、
２
月
）

萩
野
芳
夫
『
国
籍
・
出
入
国
と
憲
法
Ｉ
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
比
較
』

（
勁
草
書
房
、
２
月
）

【
人
権
】

⑤ 

飯
沼
二
郎
「
在
日
朝
鮮
人
と
と
も
に
生
き
る
道
・
そ
の
市
民
権
獲
得
の
軌
跡

を
た
ど
る
」
（
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
一
四
四
三
号
、
１
月
）

（
資
料
）
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
」

（
『
朝
鮮
研
究
』
二
一
七
号
、
１
月
）

へ
特
集
〉
「
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

（
『
法
律
の
ひ
ろ
ば
』
三
五
巻
一
号
、
１
月
）

水
流
正
彦
「
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
人
権
侵
犯
事
件
の
概
況
」

柴
山
恵
美
子
「
健
康
・
母
性
破
壊
の
実
態
と
男
女
平
等
の
前
提
課
題
」

（
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
’
一
三
一
一
一
号
、
１
月
）

兼
房
次
男
「
な
ぜ
司
法
制
度
改
革
が
必
要
か
（
上
）
１
改
革
提
言
案
の
構
成

と
背
景
」
（
『
前
衛
』
四
七
四
号
、
１
月
）

露
木
ま
さ
ひ
ろ
『
興
信
所
。
知
ら
れ
ざ
る
業
界
』
（
朝
日
新
聞
社
、
１
月
）

「
障
害
児
」
の
生
活
と
教
育
を
保
障
し
よ
う
市
民
の
会
大
阪
連
合
会
『
世
突

き
石
の
唄
Ｉ
あ
ん
じ
よ
う
聞
い
た
っ
て
「
障
害
者
」
問
題
』

（
現
代
出
版
、
１
月
）

本
田
英
郎
『
存
在
し
な
い
子
ど
も
た
ち
Ｉ
沖
縄
の
無
国
籍
児
問
題
』

（
汐
文
社
、
１
月
）

飯
田
邦
光
『
沖
縄
戦
記
Ｉ
中
・
北
部
戦
線
生
き
残
り
兵
士
の
記
録
』

（
’
一
二
書
房
、
１
月
）

へ
特
集
〉
「
切
り
捨
て
ら
れ
て
た
ま
る
か
」

（
『
解
放
教
育
』
一
四
七
号
、
２
月
）

浜
根
一
雄
「
『
障
害
』
児
の
親
か
ら
」

阿
部
富
久
世
「
施
設
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」

川
本
輝
夫
「
水
俣
病
は
ま
だ
終
っ
て
い
な
い
」
（
同
右
）

エ
マ
ヌ
エ
ル
・
リ
ン
ゲ
ル
プ
ル
ム
『
ワ
ル
シ
ャ
ワ
・
ゲ
ッ
ト
ー
・
捕
囚
一
九

四
○
’
四
二
の
ノ
ー
ト
』
（
み
す
ず
書
房
、
２
月
）

内
野
久
美
子
『
日
本
女
性
研
究
基
礎
文
献
目
録
』
（
学
陽
書
房
、
２
月
）

ユ
ー
ジ
ン
・
ス
ミ
ス
、
ア
イ
リ
ー
ン
・
ス
ミ
ス
『
写
真
集
・
水
俣
』

（
三
一
書
房
、
２
月
）

女
性
史
総
合
研
究
会
『
日
本
女
性
史
』
第
二
巻
中
世
・
第
三
巻
近
世

（
東
京
大
学
出
版
会
、
２
月
・
３
月
）

山
際
素
男
『
不
可
触
民
の
道
ｌ
イ
ン
ド
民
衆
の
な
か
へ
』

（
三
一
書
一
房
、
２
月
）

小
野
寺
誠
『
ジ
プ
シ
ー
生
活
誌
』
〈
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ッ
ク
ス
三
八
四
〉

（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
２
月
）

マ
ー
テ
ィ
ン
・
バ
ル
マ
ー
編
『
統
計
調
査
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』

（
梓
出
版
社
、
２
月
）

土
門
拳
『
生
き
て
い
る
ヒ
ロ
シ
マ
』
（
築
地
書
館
、
２
月
）

行
政
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
「
改
訂
世
界
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法
Ｉ
情
報
化
の
進

展
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
め
ぐ
る
諸
外
国
の
動
向
」
（
ぎ
よ
う
せ
い
、
２
月
）

高
田
寛
明
「
在
日
朝
鮮
人
差
別
を
支
え
る
も
の
Ｉ
部
落
解
放
の
視
点
か
ら
の

一
考
察
」
（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
五
号
、
３
月
）

Ｐ
・
タ
ン
ガ
ラ
ー
ジ
、
辻
由
美
訳
「
パ
ッ
ラ
ン
と
は
ど
ん
な
人
た
ち
か
？

（
４
）
－
南
イ
ン
ド
・
タ
ミ
ル
州
の
被
差
別
カ
ー
ス
ト
（
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ

ブ
ル
）
Ｉ
パ
ッ
ラ
ン
の
歴
史
と
現
状
」

（
『
部
落
解
放
史
ふ
く
お
か
』
二
五
号
、
３
月
）

藤
本
寿
子
「
被
差
別
共
同
闘
争
か
ら
の
報
告
（
第
二
回
）
Ｉ
モ
モ
ェ
さ
ん
と

の
こ
と
」
（
『
部
落
解
放
研
究
く
ま
も
と
』
二
号
、
３
月
）

⑨ 
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Ｉ 
マ
ー
チ
ン
・
カ
ネ
．
「
ロ
マ
の
生
存
求
め
る
闘
い
②
。
（
終
）
Ｉ
定
住
拒
否

さ
れ
つ
づ
け
て
流
浪
」
（
『
解
放
新
聞
」
一
○
六
一
号
・
’
○
六
一
一
一
号
、

３
月
）

へ
特
集
〉
「
こ
れ
か
ら
始
ま
る
国
際
障
害
者
年
」

（
『
福
祉
労
働
』
’
四
号
、
３
月
）

姫
田
忠
義
「
大
地
の
人
・
バ
ス
ク
と
ア
イ
ヌ
を
結
ぶ
Ｉ
映
画
『
ア
マ
・
ル
ー

ル
』
撮
影
の
旅
」
（
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
二
○
七
号
、
３
月
）

大
里
担
「
国
籍
と
人
権
」

（
『
研
究
紀
要
』
十
五
号
、
福
岡
県
社
会
保
育
短
期
大
学
、
３
月
）

へ
特
集
〉
「
各
国
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
日
本
」

（
『
ジ
ニ
リ
ス
ト
』
七
六
○
号
、
３
月
）

加
茂
直
樹
「
平
等
の
思
想
」

（
『
所
報
』
二
八
号
、
京
都
教
育
大
学
教
育
研
究
所
、
３
月
）

川
島
慶
雄
「
国
際
難
民
法
の
発
展
と
課
題
」
（
『
法
と
政
治
の
現
代
的
課
題

Ｉ
大
阪
大
学
法
学
部
創
立
釦
周
年
記
念
論
文
集
』
所
収
、
３
月
）

田
中
治
「
（
条
例
レ
ポ
ー
ト
）
八
尾
市
電
子
計
算
組
織
の
利
用
に
係
る
個

人
的
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」

（
『
時
の
法
令
』
一
一
三
七
号
、
３
月
）

村
越
末
男
「
基
本
的
人
権
と
教
育
・
最
終
回
ｌ
国
際
人
権
規
約
と
現
代
日

本
」
（
『
現
代
教
育
科
学
』
三
○
四
号
、
３
月
）

村
越
末
男
「
ネ
オ
ナ
チ
ズ
ム
と
部
落
解
放
Ｉ
欧
米
に
霊
動
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
実
態
」
（
『
社
会
評
論
』
一
一
一
六
号
、
３
月
）

五
十
嵐
二
葉
「
人
を
『
鳥
篭
』
に
入
れ
続
け
る
功
利
主
義
へ
の
疑
問
Ｉ
監
獄

法
改
正
に
ひ
そ
む
汚
点
」

（
資
料
）
「
（
県
内
情
報
）
フ
ィ
ル
ム
紹
介
・
高
砂
市
」

（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
五
号
、
３
月
）

岩
井
龍
也
「
部
落
解
放
を
め
ざ
す
社
会
教
育
の
課
題
Ｉ
『
同
和
』
白
書
運
動

実
態
調
査
に
み
る
住
民
意
識
の
様
相
」

（
『
部
落
解
放
史
ふ
く
お
か
』
二
五
号
、
３
月
）

吉
田
猪
三
巳
『
差
別
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
Ｉ
「
同
和
」
教
育
の
新
し
い
視

点
』
（
解
放
出
版
社
、
３
月
）

福
岡
市
教
育
委
員
会
同
和
教
育
課
『
「
人
権
を
尊
重
す
る
市
民
の
集
い
」
講

演
集
』
〈
同
和
教
育
学
習
資
料
叱
工
〉
（
福
岡
市
教
育
委
員
会
、
３
月
）

茨
木
市
・
茨
木
市
教
育
委
員
会
『
し
あ
わ
せ
へ
の
み
ち
び
き
』
第
八
集

（
同
上
、
３
月
）

茨
木
市
立
道
祖
本
解
放
会
館
『
よ
あ
け
』
第
５
集
（
同
上
、
３
月
）

部
落
解
放
研
究
所
『
社
会
啓
発
情
報
』
恥
６
（
同
上
、
３
月
）

へ
創
る
Ｉ
み
ん
な
で
つ
く
る
文
化
の
ペ
ー
ジ
〉

（
『
部
落
解
放
』
一
七
五
号
、
１
月
）

村
田
拓
・
木
村
美
代
子
ほ
か
「
部
落
解
放
を
た
た
か
う
文
化
の
課
題
」

（
『
部
落
解
放
』
一
七
六
号
、
１
月
）

〈
特
集
〉
「
人
間
解
放
と
『
美
』
」
（
『
解
放
教
育
』
’
四
六
号
、
１
月
）

横
井
清
「
日
本
の
芸
能
者
Ｉ
あ
れ
こ
れ
と
思
う
こ
と
」

白
井
佳
夫
「
西
部
劇
と
ヤ
ク
ザ
映
画
の
真
の
解
放
と
は
？
」

富
山
妙
子
「
ふ
ま
れ
た
者
と
ふ
み
つ
け
る
者
」

灘
木
三
郎
「
笑
い
の
残
酷
性
を
古
典
芸
能
に
さ
ぐ
る
」

【
文
化
・
思
想
】

② 

【
社
会
啓
発
】

八
木
晃
介
「
差
別
意
識
の
状
況
と
社
会
啓
発
の
課
題
」

（
『
部
芝
解
放
』
一
七
六
号
、
１
月
）

部
落
解
放
研
究
所
『
社
会
啓
発
情
報
』
比
５
（
同
上
、
１
月
）

枚
方
市
教
育
委
員
会
『
連
続
講
座
「
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
」
』
〈
同
和
教

育
資
料
９
〉
（
同
上
、
２
月
）

（
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
二
○
五
号
、
３
月
）

内
田
剛
弘
「
情
報
公
開
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
」

（
『
法
と
政
策
』
’
○
号
、
３
月
）

へ
特
集
〉
「
婦
人
問
題
の
新
た
な
展
望
」
（
『
経
済
」
二
一
五
号
、
３
月
）

小
田
中
聰
樹
『
誤
判
救
済
と
再
審
』
（
日
本
評
論
社
、
３
月
）

芹
田
健
太
郎
編
『
国
際
人
権
条
約
・
資
料
集
（
第
二
版
）
』

（
有
信
堂
高
女
社
、
３
月
）

大
塚
秀
之
『
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
史
と
人
種
差
別
』
（
大
月
書
店
、
３
月
）

大
藪
寿
一
『
現
代
社
会
病
理
論
ｌ
社
会
学
・
社
会
心
理
学
ノ
ー
ト
』

（
幻
想
社
、
３
月
）

大
阪
府
企
画
部
府
民
文
化
室
『
お
お
さ
か
の
女
性
Ｉ
そ
の
変
化
と
現
状
』

（
同
上
、
３
月
）

大
阪
府
『
く
ら
し
に
生
か
そ
う
女
性
差
別
撤
廃
条
約
』
（
同
上
、
３
月
）

人
権
啓
発
推
進
大
阪
協
議
会
『
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
め
ざ
し
て
Ｉ
「

身
元
調
査
お
断
り
運
動
」
の
推
進
』
（
同
上
、
３
月
）

日
本
弁
護
士
連
合
会
再
審
法
改
正
実
行
委
員
会
『
曰
弁
連
再
審
通
信
」
叱
沁

（
同
上
、
３
月
）

小
野
太
祥
之
「
（
読
書
案
内
）
光
る
民
衆
芸
能
の
聞
き
歩
き
ｌ
小
沢
昭
一
・

土
方
鉄
著
『
芸
能
入
門
・
老
Ｉ
芸
に
生
き
る
』
」

（
『
季
刊
労
働
運
動
』
二
九
号
、
１
月
）

へ
創
る
Ｉ
み
ん
な
で
つ
く
る
文
化
の
ペ
ー
ジ
〉

（
『
部
落
解
放
』
一
七
七
号
、
２
月
）

へ
第
８
回
部
落
解
放
文
学
賞
入
選
作
品
〉

（
『
部
落
解
放
』
’
七
八
号
、
２
月
）

〈
入
選
作
〉

石
岡
英
子
「
（
識
学
部
門
入
選
作
）
私
の
母
」

池
田
栄
子
「
（
記
録
文
学
部
門
入
選
作
）
私
は
高
校
二
年
生
」

中
尾
昇
「
（
小
説
部
門
入
選
作
）
集
会
参
加
」

矢
野
と
お
る
「
（
小
説
部
門
入
選
作
）
土
手
の
家
」

松
本
大
吉
「
（
詩
部
門
入
選
作
）
人
間
の
土
地
Ｉ
夜
明
け
の
予
感
に
震

え
る
戦
い
の
堵
渦
へ
と
」

松
江
ち
づ
み
「
（
詩
部
門
入
選
作
）
手
紙
Ｉ
連
作
『
お
こ
ぼ
う
さ
ま
の

話
』
よ
り
」

〈
選
評
〉

〈
詩
部
門
佳
作
作
品
〉

〈
応
募
作
品
一
覧
表
〉

村
崎
修
二
「
猿
舞
座
設
立
に
む
け
て
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
六
一
一
一
号
、
２
月
）

河
内
啓
「
射
る
魔
の
丘
に
て
Ｉ
あ
る
婦
人
記
者
の
古
い
手
帳
よ
り
（
叙
事

詩
集
『
狭
山
事
件
』
よ
り
）
」

（
ラ
ー
ポ
ス
〈
叙
事
詩
の
復
活
〉
』
創
刊
号
、
２
月
）

⑨ 

１
１
１
‐
Ｉ
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久
松
秀
弘
「
判
決
Ｉ
寺
尾
判
決
レ
ポ
ー
ト
（
叙
事
詩
集
『
狭
山
事
件
』
よ

り
）
」
（
同
右
）

松
本
ち
づ
み
「
あ
ん
ち
ゃ
ん
（
第
８
回
部
落
解
放
文
学
賞
児
童
文
学
部
門
佳

作
・
連
載
第
１
回
）
」
（
『
部
落
解
放
』
’
七
九
号
、
３
月
）

へ
創
る
Ｉ
み
ん
な
で
つ
く
る
文
化
の
ペ
ー
ジ
〉
（
同
右
）

「
差
別
と
人
権
を
考
え
る
市
民
の
夕
べ
」
実
行
委
員
会
「
解
放
演
劇
『
そ
の

日
の
た
め
に
』
を
上
演
し
て
」

（
『
部
落
解
放
史
ふ
く
お
か
』
二
五
号
、
３
月
）

磯
本
恒
信
「
浦
土
雑
煮
」
（
『
な
が
さ
き
部
落
解
放
研
究
』
四
号
、
３
月
）

増
田
幸
子
「
年
の
暮
か
ら
お
正
月
ｌ
長
門
隆
明
さ
ん
、
ト
シ
エ
さ
ん
が
子
ど

も
の
頃
」
（
同
右
）

直
原
弘
道
「
池
田
栄
子
さ
ん
の
こ
と
」

（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
五
号
、
３
月
）

大
塚
正
文
「
山
鹿
市
石
の
民
俗
」

（
『
部
落
解
放
研
究
く
ま
も
と
』
二
号
、
３
月
）

森
拾
三
「
蚕
網
」
（
同
右
）

安
岡
章
太
郎
・
中
上
健
次
・
水
上
勉
「
〈
鼎
談
〉
人
間
の
『
根
』
に
踏
み

こ
む
（
上
）
ｌ
も
の
い
わ
ぬ
歴
史
を
呼
び
戻
す
営
為
」

（
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
二
○
四
号
、
３
月
）

安
岡
章
太
郎
・
中
上
健
次
・
水
上
勉
「
〈
鼎
談
〉
人
間
の
『
根
』
に
踏
み

こ
む
（
下
）
Ｉ
な
ぜ
差
別
意
識
に
視
線
が
集
ま
る
」

（
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
二
○
五
号
、
３
月
）

【
宗
教
】

（
『
部
落
解
放
』
一
七
九
号
、
３
月
）

谷
口
修
太
郎
「
信
仰
と
解
放
・
差
別
と
宗
数
⑩
Ｉ
放
蕩
か
ら
立
ち
直
っ
て
」

（
『
南
御
堂
」
二
三
六
号
、
３
月
）

小
森
龍
邦
「
私
の
部
落
解
放
運
動
と
親
鷺
（
上
）
（
下
）
」

（
『
解
放
運
動
と
同
和
教
育
』
二
八
一
一
号
。
一
一
八
一
一
一
号
、
３
月
）

牧
英
正
「
差
別
戒
名
の
系
譜
Ｉ
貞
観
政
要
格
式
目
に
つ
い
て
」

（
『
法
学
雑
誌
』
二
八
巻
三
・
四
号
、
大
阪
市
立
大
学
、
３
月
）

仲
尾
俊
博
『
宗
教
と
部
落
差
別
Ｉ
施
陀
羅
の
考
察
』
（
柏
書
房
、
３
月
）

【
通
史
】

寺
木
伸
明
「
『
長
野
市
史
考
』
問
題
に
つ
い
て
（
下
）
ｌ
関
係
二
論
文
の
問

題
点
ｌ
」
（
『
解
放
教
育
』
一
四
六
号
、
１
月
）

野
崎
春
喜
「
松
田
さ
ん
と
家
族
の
こ
と
ｌ
こ
の
人
に
聞
く
ｕ
」

（
『
解
放
新
聞
』
大
阪
版
、
四
八
七
号
、
１
月
）

蛇
草
の
歴
史
を
つ
く
る
会
事
務
局
『
蛇
草
の
歴
史
を
つ
く
る
会
会
報
』
第
十

号
（
同
上
、
１
月
）

へ
語
り
つ
ご
う
「
戦
争
と
部
落
」
Ｉ
ふ
り
か
え
っ
て
ｖ

（
『
部
落
解
放
」
一
七
七
号
、
２
月
）

平
田
フ
ミ
子
・
深
野
タ
ミ
「
し
か
し
加
害
者
で
も
あ
っ
た
Ｉ
『
銃
後
』

の
生
活
、
空
襲
、
肉
身
の
戦
死
、
『
肉
弾
三
勇
士
』
」

生
瀬
克
巳
「
（
本
の
紹
介
〕
『
近
世
の
被
差
別
部
落
』
（
歴
史
公
論
ブ
ッ
ク

ス
４
）
・
原
田
伴
彦
・
田
中
喜
男
編
『
東
北
・
北
越
被
差
別
部
落
史
研

究
』
」
（
同
右
）

松
井
久
吉
「
わ
が
半
生
の
記
・
２
青
春
時
代
」
（
「
解
放
教
育
』
一
四
七

鋤

へ
宗
教
と
部
落
差
別
〉
（
『
部
落
解
放
』
一
七
五
号
、
１
月
）

村
上
重
良
「
近
代
日
本
の
宗
教
と
部
落
差
別
」

松
根
鷹
「
宗
教
教
団
に
お
け
る
部
落
問
題
へ
の
取
り
組
み
の
現
状
と

課
題
Ｉ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
中
心
に
」

西
田
英
二
「
（
あ
る
闘
い
）
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
主
事

今
井
数
一
さ
ん
」
（
同
右
）

雀
部
倉
平
「
『
宗
教
と
部
落
問
題
』
に
寄
せ
て
」

（
『
部
落
』
四
一
四
号
、
１
月
）

谷
□
修
太
郎
「
信
仰
と
解
放
・
差
別
と
宗
教
⑧
ｌ
神
輿
か
つ
ぎ
を
実
力
で
」

（
『
南
御
堂
』
一
一
三
四
号
、
１
月
）

宝
生
忠
「
ド
キ
ー
ー
メ
ン
ト
戦
後
宗
教
界
事
件
史
Ⅳ
Ｉ
宗
教
界
に
み
る
特
異

な
事
件
Ｉ
Ｗ
ｃ
Ｒ
Ｐ
町
田
宗
夫
発
言
事
件
」
（
『
創
』
一
一
一
三
号
、
１

月
）

部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
合
会
『
天
の
声
・
地
の
う
め
き
Ｉ
差
別
戒
乞
を
斬

る
』
（
同
上
、
１
月
）

松
根
鷹
「
真
言
宗
と
部
落
差
別
」
（
『
部
落
解
放
』
一
七
七
号
、
２
月
）

丹
波
正
史
「
（
動
向
）
運
動
・
宗
教
と
部
落
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

（
『
部
落
』
四
一
五
号
、
２
月
）

谷
口
修
太
郎
「
信
仰
と
解
放
・
差
別
と
宗
教
０
１
効
果
な
き
裁
判
の
勝
利
」

（
『
南
御
堂
」
’
’
三
五
号
、
２
月
）

（
資
料
）
「
〃
差
別
戒
名
〃
な
ど
宗
教
界
の
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の

全
解
連
の
態
度
」
（
『
赤
旗
評
論
特
集
版
』
二
四
八
号
、
２
月
）

石
尾
芳
久
『
差
別
戒
名
と
部
落
の
起
源
』
（
京
都
松
柏
社
、
２
月
）

愛
宕
美
「
『
差
別
戒
名
』
を
め
ぐ
っ
て
」

号
、
２
月
）

青
木
孝
寿
「
「
長
野
市
史
考
』
問
題
に
つ
い
て
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
六
三
号
、
２
月
）

（
資
料
）
「
京
都
部
落
史
研
究
所
報
一
’
五
○
号
総
目
録
」

（
『
京
都
部
落
史
研
究
所
報
』
五
十
号
、
２
月
）

阪
本
清
一
郎
・
栗
須
喜
一
郎
・
本
田
佐
之
助
ほ
か
「
全
国
水
平
社
の
創
立
と

闘
い
Ｉ
大
阪
府
水
平
社
を
め
ぐ
っ
て
（
『
荊
冠
の
友
』
第
九
号
よ
り
）
」

（
『
解
放
新
聞
」
大
阪
版
、
四
九
一
号
、
２
月
）

伝
統
と
現
代
編
集
部
『
差
別
（
伝
統
と
現
代
保
存
版
）
』

（
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
出
版
会
、
２
月
）

尾
崎
行
也
『
信
州
被
差
別
部
落
の
史
的
研
究
』
（
柏
書
房
、
２
月
）

本
田
豊
「
連
載
・
被
差
別
部
落
形
成
伝
承
讃
（
第
三
回
）
Ｉ
先
祖
は
八
幡

様
の
宮
司
、
医
者
…
…
、
親
父
は
ポ
ロ
着
て
、
ポ
ロ
自
転
車
で
水
平
社
運

動
…
Ｉ
埼
玉
県
児
玉
郡
児
玉
町
で
」

（
『
東
京
部
落
解
放
研
究
』
二
九
号
、
３
月
）

田
宮
武
「
（
調
査
活
動
報
告
）
生
き
て
闘
っ
て
Ｉ
南
但
馬
の
部
落
差
別
と

解
放
運
動
」
（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
」
五
号
、
３
月
）

へ
山
鹿
総
合
調
査
〉

（
『
部
落
解
放
研
究
く
ま
も
と
』
二
号
、
３
月
）

熊
本
県
部
落
解
放
研
究
会
「
山
鹿
に
お
け
る
部
落
解
放
の
歴
史
と
実
態

の
総
合
調
査
Ｉ
中
間
報
告
に
あ
た
っ
て
」

宮
本
武
一
「
私
の
生
き
ざ
ま
と
部
落
問
題
（
そ
の
ご
Ｉ
わ
が
村
の
す
が
た
」

（
同
右
）

（
語
り
）
中
島
常
喜
。
（
聞
き
書
き
）
内
尾
明
生
「
古
老
の
た
た
か
い
」

⑨ 
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（
同
右
）

藤
本
泉
・
古
沢
千
代
勝
「
（
資
料
）
藤
本
修
氏
の
記
録
か
ら
」
（
同
右
）

井
上
清
・
奈
良
本
辰
也
「
（
対
談
）
解
放
運
動
と
と
も
に
歩
ん
で
」

（
『
解
放
新
聞
』
’
○
六
○
号
、
３
月
）

上
田
音
市
「
水
平
運
動
帥
年
大
阪
の
思
い
出
Ｉ
こ
の
人
に
聞
く
閲
」

（
『
解
放
新
聞
』
大
阪
版
、
四
九
五
号
、
３
月
）

部
落
解
放
堺
地
区
歴
史
・
文
化
を
守
る
会
『
写
真
に
み
る
協
和
町
く
ら
し
の

物
語
（
上
巻
）
Ｉ
地
区
の
移
り
変
わ
り
・
し
ご
と
。
く
ら
し
』
〈
「
し
お

あ
な
研
究
」
第
五
号
〉
（
同
上
、
３
月
）

蛇
草
の
歴
史
を
つ
く
る
会
事
務
局
『
蛇
草
の
歴
史
を
つ
く
る
会
会
報
』
第
十

一
号
、
（
同
上
、
３
月
）

源
城
政
好
「
〈
史
料
紹
介
〉
洛
中
洛
外
図
に
見
え
る
河
原
者
村
に
つ
い
て
」

（
『
京
都
部
落
史
研
究
所
報
』
四
九
号
、
１
月
）

坂
東
紀
彦
「
徳
島
藩
に
お
け
る
幕
藩
制
的
賎
民
制
の
確
立
に
つ
い
て
（
上
上

（
『
史
窓
』
十
二
号
、
１
月
）

武
知
忠
義
「
（
書
評
・
新
刊
紹
介
）
高
橋
啓
箸
『
徳
島
県
部
落
史
学
習
史
料

集
」
」
（
同
右
）

師
岡
佑
行
・
師
岡
笑
子
「
北
前
船
頭
の
幕
末
自
叙
伝
Ｉ
川
渡
甚
太
夫
一
代
記
』

（
柏
書
房
、
１
月
）

高
知
県
立
図
書
館
『
憲
章
簿
（
第
三
巻
）
Ｉ
土
佐
藩
法
制
史
料
・
穀
泉
・
国

産
・
御
用
銀
編
』
（
同
上
、
１
月
）

大
森
久
雄
「
（
動
向
）
研
究
・
中
世
身
分
の
具
体
像
を
明
ら
か
に
’
第
一
九

文
献
目
録
』
の
編
集
雑
考
」

（
『
部
落
解
放
史
ふ
く
お
か
』
二
五
号
、
３
月
）

姫
野
順
一
「
天
領
長
崎
に
お
け
る
被
差
別
部
落
の
形
成
と
経
済
生
活
に
つ
い

て
の
覚
書
」
（
『
な
が
さ
き
部
落
解
放
研
究
』
四
号
、
３
月
）

増
田
史
郎
亮
・
増
田
幸
子
「
大
村
藩
の
部
落
民
に
つ
い
て
Ｉ
城
下
・
池
田
、

宝
庫
野
を
中
心
と
し
て
」
（
同
右
）

若
木
太
一
「
〈
資
料
翻
刻
〉
島
原
松
平
文
庫
蔵
『
稜
多
取
扱
』
」
（
同
右
）

樋
口
輝
幸
「
近
世
の
山
鹿
市
石
」

（
『
部
落
解
放
研
究
く
ま
も
と
』
二
号
、
３
月
）

藤
本
済
二
郎
「
近
世
期
紀
州
岸
ノ
上
村
の
一
一
・
三
の
断
面
Ｉ
橋
本
市
永
坂
家

文
書
の
調
査
報
告
」

（
『
紀
州
経
済
史
・
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
二
号
、
３
月
）

荒
井
貢
次
郎
「
〈
書
評
〉
牧
英
正
『
安
永
期
以
降
に
お
け
る
幕
府
の
身
分
政

策
に
つ
い
て
」
（
『
法
制
史
研
究
』
三
一
号
、
創
文
社
、
３
月
）

植
田
信
廣
「
〈
書
評
〉
松
尾
剛
次
『
中
世
非
人
に
関
す
る
一
考
察
Ｉ
西
大
寺

流
に
よ
る
非
人
支
配
』
」
（
同
右
）

後
藤
正
人
「
〈
書
評
〉
荒
井
貢
次
郎
『
伊
豆
諸
島
・
新
島
流
人
の
行
刑
資
料

的
考
察
ｌ
『
流
人
覚
』
収
録
の
賎
民
等
の
場
合
」
（
同
右
）

茨
木
市
同
和
地
区
の
歴
史
編
纂
協
議
会
『
茨
木
市
同
和
地
区
の
歴
史
』

（
茨
木
市
、
３
月
）

【
近
現
代
】

白
石
正
明
「
江
口
三
省
小
論
（
１
）
」

（
『
京
都
部
落
史
研
究
所
報
』
四
九
号
、
１
月
）

【
前
近
代
】

１ 
建ち

回
部
落
問
題
研
究
者
全
国
集
会
・
歴
史
Ｉ
（
前
近
代
）
分
科
会
」

（
『
部
落
』
四
一
五
号
、
２
月
）

東
義
和
「
神
鹿
殺
害
の
処
置
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
近
世
初
期
の
一
事
例
」

（
『
京
都
部
落
史
研
究
所
報
』
五
十
号
、
２
月
）

黒
田
日
出
男
「
史
料
と
し
て
の
絵
巻
物
と
中
世
身
分
制
Ｉ
宿
の
長
吏
た
ち
の

画
像
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
歴
史
評
論
』
三
八
一
一
号
、
２
月
）

の
び
し
ょ
う
じ
「
近
世
都
市
賎
民
制
の
史
的
展
開
ｌ
役
の
体
系
に
注
目
し
て
」

（
『
日
本
歴
史
』
四
○
五
号
、
２
月
）

松
尾
剛
次
「
開
発
と
中
世
非
人
Ｉ
和
泉
国
日
根
野
村
絵
図
を
め
ぐ
っ
て
」

（
『
山
形
大
学
史
学
論
集
』
二
号
、
２
月
）

後
藤
正
人
「
松
本
藩
領
梓
川
流
域
に
生
じ
た
落
牛
事
件
と
江
戸
町
奉
行
Ｉ
信

濃
国
草
場
訴
訟
小
史
」

（
『
和
歌
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
〈
人
文
科
学
〉
』
三
一
号
、
２
月
）

東
義
和
「
天
保
期
畿
内
の
百
姓
一
侯
」
（
『
天
保
期
の
人
民
闘
争
と
社
会

変
革
（
下
）
』
所
収
、
校
倉
書
房
、
２
月
）

ダ
ナ
・
モ
リ
ス
、
ト
ー
マ
ス
。
ｃ
・
ス
ミ
ス
、
上
村
雅
洋
訳
「
あ
る
被
差
別

部
落
の
人
口
動
態
’
’
七
五
○
’
一
八
六
九
年
」
（
『
地
方
史
研
究
の
諸

視
角
』
所
収
、
国
書
刊
行
会
、
２
月
）

木
下
和
子
「
千
原
騒
動
の
義
民
」
（
同
右
）

川
元
祥
一
「
共
同
体
隷
役
Ｉ
部
落
の
社
会
的
関
係
に
関
す
る
試
論
」

（
『
東
京
部
落
解
放
研
究
』
二
九
号
、
３
月
）

安
達
五
男
「
（
書
評
）
小
林
茂
編
『
近
世
被
差
別
部
落
関
係
法
令
集
Ｉ
天
領

を
中
心
と
し
て
』
」
（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
五
号
、
３
月
）

津
田
潔
「
前
近
代
『
部
落
史
』
の
研
究
情
況
に
つ
い
て
ｌ
そ
の
『
史
料
。

星
野
隆
「
釦
年
代
型
戦
時
部
落
政
策
と
の
対
決
Ｉ
狭
山
闘
争
の
歴
史
的
勝

利
Ⅱ
再
審
貫
徹
・
石
川
氏
実
力
奪
還
の
た
め
に
」

（
『
共
産
主
義
者
』
五
一
号
、
１
月
）

高
橋
啓
「
（
書
評
・
新
刊
紹
介
）
『
徳
島
県
部
落
史
学
習
資
料
集
・
近
代

Ｉ
』
（
徳
島
県
教
育
委
員
会
）
」

（
『
史
窓
』
十
二
号
、
徳
島
地
方
史
研
究
会
、
１
月
）

「
揖
龍
の
部
落
史
」
刊
行
会
『
揖
龍
の
部
落
史
（
第
二
巻
）
近
代
篇
Ｉ
』

（
同
上
、
１
月
）

豊
田
一
義
「
『
満
洲
』
に
散
っ
た
被
差
別
部
落
民
Ｉ
来
民
開
拓
団
（
熊
本
）

の
記
録
」
（
『
部
落
解
放
』
’
七
七
号
、
２
月
）

大
畑
菅
「
差
別
と
抑
圧
か
ら
の
解
放
Ｉ
部
落
解
放
運
動
へ
の
先
駆
」

（
『
神
奈
川
の
自
由
民
権
運
動
』
所
収
、
新
か
な
が
わ
社
、
２
月
）

安
達
五
男
「
学
制
の
実
施
と
『
身
分
学
校
』
の
め
ば
え
Ｉ
『
身
分
学
校
』
形

成
史
序
章
」

（
『
武
庫
川
女
子
大
学
紀
要
（
文
学
部
編
）
』
二
九
集
、
２
月
）

へ
特
集
〉
「
全
国
水
平
社
六
○
年
の
伝
統
に
学
ぶ
（
上
）
」

（
『
部
落
解
放
』
一
七
九
号
、
３
月
）

米
田
富
・
井
元
麟
之
「
〈
対
談
〉
水
平
運
動
よ
も
や
ま
話
（
上
）
」

美
作
修
「
『
水
平
社
宣
一
一
一
一
こ
の
思
想
」

田
宮
裕
三
「
西
光
万
吉
の
水
平
社
草
創
の
た
た
か
い
」

内
山
一
雄
「
少
年
少
女
水
平
社
と
解
放
の
思
想
」

（
グ
ラ
ビ
ア
）
「
写
真
抄
録
・
水
平
社
運
動
」

へ
特
集
ｖ
「
全
国
水
平
社
創
立
六
○
周
年
」
（
『
部
落
』
四
一
六
号
、
３
月
）

西
門
民
江
「
詩
・
水
平
社
創
立
六
十
周
年
に
想
う
」

③ 
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清
原
美
寿
子
「
西
光
の
悲
願
『
恒
久
平
和
の
道
』
」

木
村
テ
ル
エ
「
や
さ
し
か
っ
た
兄
、
駒
井
喜
作
」

小
林
史
郎
「
水
平
社
の
自
立
精
神
ｌ
父
三
郎
の
思
い
出
Ｉ
」

藤
岡
祥
三
「
父
、
藤
岡
正
右
衛
門
に
つ
い
て
」

内
田
弘
三
「
叔
父
、
北
原
泰
作
を
偲
ぶ
」

新
田
尚
「
獄
中
の
お
や
じ
へ
Ｉ
思
い
出
の
手
紙
」

朝
倉
米
重
「
父
、
朝
倉
重
吉
の
晩
年
の
思
い
出
」

難
波
し
な
「
部
落
問
題
と
難
波
英
夫
」

鈴
太
良
・
塩
田
庄
兵
衛
・
成
沢
栄
寿
・
西
尾
治
郎
平
・
馬
原
鉄
男
「
〈

座
談
会
〉
い
ま
水
平
運
動
か
ら
な
に
を
学
ぶ
か
」

〈
写
真
で
み
る
水
平
運
動
史
〉
「
水
平
社
創
立
を
む
か
え
て
」

へ
特
集
〉
「
水
平
社
帥
年
Ⅱ
関
東
・
東
京
の
運
動
の
歴
史
と
証
言
（
上
）
」

（
『
東
京
部
落
解
放
研
究
』
二
九
号
、
３
月
）

大
串
夏
身
「
東
京
水
平
社
の
歴
史
」

（
聞
き
手
）
東
京
部
落
解
放
研
究
会
歴
史
部
会
「
思
い
出
の
深
川
武
と

そ
の
友
人
た
ち
ｌ
深
川
不
二
夫
さ
ん
に
聞
く
」

東
京
部
落
解
放
研
究
会
歴
史
部
会
「
東
京
の
近
代
部
落
史
関
係
史
料
集

（
五
）
’
’
九
三
一
年
時
事
新
報
争
議
」

木
田
豊
「
婦
人
水
平
社
運
動
の
研
究
Ｉ
関
東
婦
人
水
平
社
を
中
心

に
」

松
浦
利
貞
「
水
平
社
運
動
と
ア
ナ
キ
ズ
ム
」

大
串
夏
身
「
昭
和
鉄
工
所
、
福
博
電
車
争
議
と
全
国
水
平
社
」

（
『
部
落
解
放
史
ふ
く
お
か
』
二
五
号
、
３
月
）

柴
田
啓
蔵
「
解
放
運
動
史
余
話
（
そ
の
十
六
）
Ｉ
水
平
社
（
全
国
・
九
州
）

部
落
問
題
研
究
所
『
写
真
で
み
る
水
平
運
動
史
』
（
同
上
、
３
月
）

富
田
支
部
二
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
『
炎
を
う
け
つ
い
で
（
富
田
支
部

一
一
十
周
年
記
念
誌
）
』
（
同
上
、
３
月
）

奈
良
県
部
落
解
放
研
究
所
『
人
の
世
に
熱
あ
れ
人
間
に
光
あ
れ
１
部
落
解
放

同
盟
奈
良
県
連
合
会
定
期
大
会
議
案
集
（
第
一
’
二
○
回
）
』

木
田
豊
「
狭
山
の
部
落
史
（
１
）
形
成
と
鍾

（
『
狭
山
差
別
裁
判
』
一
○
○
号
、
３
月
）

部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
『
写
真
記
録
・
全
国
水
平
社
六
十
年
史
』

（
解
放
出
版
社
、
３
月
）

三
重
県
部
落
史
研
究
会
『
解
放
運
動
と
と
も
に
Ｉ
上
田
音
市
の
あ
ゆ
み
』

大
阪
同
和
教
育
史
料
集
編
纂
委
員
会
『
大
阪
同
和
教
育
史
料
集
』
第
一
巻

流
動
出
版
「
同
対
審
答
申
と
部
落
解
放
運
動
（
戦
後
史
を
創
っ
た
重
要
文
書

Ｉ
安
保
の
挫
折
と
ｎ
．
８
へ
の
胎
動
）
」

米
田
富
・
師
岡
佑
行
「
高
松
結
婚
差
別
事
件
か
ら
印
年
Ｉ
差
別
糾
弾
の
た

埼
玉
県
、
３
月
）

和
運
動
・
融
和
運
動
の
動
向
・
水
平
社
県
連
の
再
建
・
融
和
運
動
」

（
『
新
編
埼
玉
県
史
資
料
編
路
ｌ
近
代
現
代
５
．
社
会
労
働
１
』
所
収
、

た
か
い
に
学
ぶ
」
（
同
右
）

（
部
落
解
放
同
盟
奈
良
県
連
合
会
、
３
月
）

（
三
重
県
良
書
出
版
会
、
３
月
）

（
部
落
解
放
研
究
所
、
３
月
）

（
『
流
動
』
五
三
五
五
号
、
３
月
）

形
成
と
解
放
へ
の
た
た
か
い
」

蝋ち

創
立
前
後
の
群
像
（
そ
の
二
）
」
（
同
右
）

藤
沢
秀
雄
「
長
崎
水
平
社
時
代
の
部
落
解
放
運
動
（
そ
の
三
）
」

（
『
な
が
さ
き
部
落
解
放
研
究
』
四
号
、
３
月
）

阿
南
重
幸
「
〈
解
説
〉
明
治
一
一
・
三
年
県
内
に
お
け
る
『
諸
身
分
別
人
口
』

と
『
各
府
県
管
轄
国
都
』
に
つ
い
て
」
（
同
右
）

森
山
浩
一
「
融
和
事
業
・
融
和
教
育
の
定
着
過
程
に
関
す
る
一
考
察
Ｉ
山
鹿

市
石
の
場
合
」
（
『
部
落
解
放
研
究
く
ま
も
と
』
二
号
、
３
月
）

上
田
穣
一
「
〈
書
評
に
か
え
て
〉
坂
田
勝
と
戦
前
労
働
運
動
」
（
同
右
）

大
串
夏
身
「
京
都
府
下
明
治
中
期
草
製
造
業
の
状
態
に
つ
い
て
」

（
『
京
都
部
落
史
研
究
所
報
』
五
一
号
、
３
月
）

白
石
正
明
「
江
口
三
省
小
論
（
２
）
」
（
同
右
）

へ
特
集
〉
「
水
平
社
創
立
帥
周
年
と
今
日
の
部
落
問
題
」

（
『
月
刊
滋
賀
の
部
落
』
七
三
号
、
３
月
）

江
竜
喜
之
「
滋
賀
の
水
平
運
動
と
そ
の
教
訓
」

中
村
一
雄
「
全
国
水
平
社
創
立
六
十
周
年
に
思
う
」

谷
口
勝
巳
「
滋
賀
県
に
お
け
る
戦
後
の
部
落
解
放
運
動
ｌ
同
和
教
育
運
動
史

の
た
め
に
」
（
同
右
）

北
川
鉄
夫
「
山
本
宣
治
と
部
落
問
題
」

（
『
東
京
部
落
研
会
報
』
二
五
号
、
３
月
）

井
元
麟
之
・
田
中
松
月
・
米
田
富
・
井
上
清
「
苦
難
の
時
代
を
ふ
り
か
え
る

Ｉ
全
国
水
平
社
創
立
帥
周
年
座
談
会
」

（
『
解
放
新
聞
』
一
○
六
○
号
、
３
月
）

沖
浦
和
光
「
水
平
社
は
か
く
し
て
生
ま
れ
た
」
（
同
右
）

埼
玉
県
編
「
身
分
解
放
令
・
水
平
社
運
動
と
融
和
事
業
・
水
平
社
運
動
と
融

ごろ




